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大山街道八王子道・千人同心日光往還道ウオーク 

第６回 武蔵高萩駅から入間市駅 

計 画 歩行距離 約９ｋｍ。 

 

第６回 武蔵高萩駅から入間市駅 

実施日 ２０２０（Ｒ０２）年１２月１６日（水）天候 快晴のち曇り 気温低く最高温度８度位   

参加者 杉田 勝行、前北 勝司、中田 信義、中島 征雄 計４名 

コース 武蔵高萩駅改札口～第二小畔川～日光街道杉並木看板～馬頭観音～国道４０７号線～旧日光千 

人街道看板～鎌倉街道交差点～白鬚神社～南小畔川～圏央道～軍馬供養馬頭観音～石仏群～ 

根岸宿問屋跡・日光脇往還標柱～根岸の渡し・入間川・豊水橋～豊岡町道路元標・旧黒須銀行 

～入間市駅 

写真は、２０１９（Ｒ０１）年５月１７日と今日のものを使用。 

  

 

ＧＰＳデータ  

歩行距離：９．５ｋｍ。 累計歩行距離 ５４．４ｋｍ。 

全体所要時間：３時間０９分。移動時間：２時間３３分。停止時間：３６分。 

移動平均速度： ３．７ｋｍ／ｈ。全体平均速度：３．０１ｋｍ／ｈ。 

※先日メールにてお届けしたＭＡＰで、日光街道杉並木看板と旧日光千人同心街道看板を逆に表示して

しまいました。申し訳ありません。 
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朝は、空は雲は全く無く、遠くの山々がくっきりと見える素晴らしい天気だが、今期、一番の寒さ。待

ち合わせの時間までは日向にいないと凍ってしまう。 
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 ９時４７分に武蔵高萩駅南口を出発。いつも参加される折本さん、伊藤さんが不調のため欠席。４

名でのウオークは寂しい。 
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駅前通りを下り、県道１５号線に突き当たるので信号を渡り左折。信号から約２１０ｍの右手の川に架

かる橋を渡り、川に沿って進み、突き当りで左折。 

   

道なりに上って行くと、昔の高萩宿の地図に載っていたとおりの谷雲寺の西の道の左脇に「旧日光千人

同心街道」の看板があり（９：５８）、それには「高萩宿まで約３５０ｍ⇔根岸宿まで約５．５ｋｍ」とある。 

   

少し先の左の生垣に角に「馬頭観音」の石柱がある。 

高萩小学校の先から急な下りとなり、左からの道（高萩交差点から来る車道）に合流し右折し、坂を 

上りきると高萩南交差点で国道４０７号線に合流するので国道を進む。（１０：０６） 

   

   

国道の左手には「日高カントリークラブ」の境の杉並木が続く。また、国道の右側にも杉並木が続き、
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合流から３００ｍ程の右側に日高市観光協会・日高市日光街道杉並木が保存会は建てた「日光街道杉並木」

の看板がある。 

   

そこから４００ｍ程に「鎌倉街道交差点」があり、杉並木は終わる。左右に通る道は、鎌倉街道上道で

２０１７（Ｈ２９）年１１月１５日に鎌倉街道上道ウオーク第９回で皆とここを通った。その時は、武蔵高萩駅

から狭山市入曽駅まで歩いている。 

 この交差点からは道の左側の側道を歩く。少し先から右側には側道が無くなるので。鎌倉街道交差点 

から５７０ｍ程進んだ大谷沢信号交差点を左折し、４０ｍ程の三叉路を右に、右カーブして８０ｍ程の三叉 

路も右の道を進み、１００ｍ程の三叉路の角右奥に「白鬚神社」がある。 

    

創建、由緒等は分からないが、大事に守られてきたものと感じられ

る。白髭神社は、この辺りに多く、如何に渡来人が多かったかを思

い起される。 

白髭神社で休憩（１０３４～４５） 

 

 

 

神社から西へ向かう道で国道に出て左折。８０ｍ程の横断歩道で国道を横切り、「日高市児童ふれあい

センター入口➡」看板を見て、直進する。 

   

１５０ｍ程で左折し（旧道は、先ほどの大谷沢交差点からこの辺りにつながっていた）、圏央道手前の
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南小畔川に突き当たるので左折し、国道に出る。（旧道は、南小畔川、圏央道を横切っていた） 

  

  

 国道を右折し南小畔川を渡り、圏央道のガードを潜って（１０：５５）、直ぐ右折して圏央道に沿っ

た道を行き、４０ｍ程左折すると国道の信号交差点に出る。 

   

   

右折するのだが、歩道が無いので斜め右の道を進む。１２０ｍ程左にカーブして進むと国道に出る。 

   

その先で、また国道から離れる道があり（国道には側道が無い）、進むと左カーブの右角に晴葉号と

いう馬の供養する「馬頭観音」供養塔がある。 
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再び国道に合流、次の「田木」の交差点の南西角に「地蔵尊他石仏群」がある。 

   

   

田木交差点から３２０ｍ程で狭山市に入る。（１１：０９） 

   

 次の交差点「狭山日高ＩＣ東」で県道３９７号線を横切り、圏央道のＩＣのループの脇を進み、下り

が始まるとすぐに国道は右斜め後ろから来る県道２６２号線と合流。合流して３４０ｍ程で街道は国道か

ら分かれ左への道を進む。 
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宿の感じが残る道を２３０ｍ程下った右側に、まことにそうであろうと思われる「根岸宿問屋跡・久下家」

がある。その左脇に「日光脇往還（脇街道）」の標柱がある。 

   

  
 

信号交差点で県道２６２号線を横切る。この辺りが根岸宿の中心。ここを右折し、国道に出て、その先

の「松屋」で昼食とする。（１１：４１～１２：１２） 

   

  

旧道に戻って進み、交差点から５０ｍ程で斜め左に入る 

道が旧道だが、現在はこの先の小川で行き止まりになっているので、直進の道を進む。 
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 ２４０ｍ程進むと国道２９９号線に合流する。その先で国道は豊水橋で入間川を渡る。橋の左堤防に 

「根岸の渡し」の標柱がある。川の中程に「魚道」が整備されている。 
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 豊水堰魚道を見ながら入間川を渡ると入間市に入る。国道を進無と（なるべく国道の右側を歩く）右

手に古民家があり、その先にあった長屋門は「繁田醤油」の旧工場であった。 

   

この長屋門は江戸時代の建築で、繁田家１２代満義、１３代翠軒は黒須銀行の創立発展に努めた。翠軒

の兄・発智庄平は霞が関ＣＣの創設に大きな役割を果たした。 
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その隣に市指定有形文化財（建築物）の「旧黒須銀行」があり、その右側のツツジの植え込みの後ろ「豊

岡町道路元標」の石柱がある。（１２：３９）   
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 霞川を霞橋で渡り、三叉路を右に進み、国道１６号線を横切り県道４６３号線を「ＫＯＮＡＭＩ ＳＰＯＲＴＳ  

ＣＬＵＢ」の看板あるビルの方へ進む。この道は上りとなるが、黒須坂といい、明治３４年に開業した中武 

馬車鉄道（現在の狭山市から入間市を通り青梅までを結んだ）が通っていた。 

   

西武池袋線のガード潜り、すぐ左折し坂を上って右にカーブする所に歩道橋があり、その下の左折して

路地を進むと入間市駅前のロータリーに出る。直ぐに駅がある。１２時５５分到着。 

   

 

今日はここまで。 

 


